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この章では、パブリックフォルダーの作成について説明します。

1. パブリックフォルダーの作成

■1.1 パブリックフォルダーにおける各種制限

1.1.1 パブリックフォルダーに関する制限

Office 365 Exchange Online のパブリックフォルダに投稿可能なアイテムのサイズの
制限は、添付ファイルを含めて25 MB です。
この制限よりも大きなアイテムは投稿できません。

Office 365 Exchange Onlineのパブリックフォルダーには、既定で以下の様な制限が
あります。項目名

項目名 説明 制限規定値

警告を表示する使用量 パブリックフォルダの大きさが 上限に近
づいていることを警告するサイズ

50GB 

投稿を禁止するサイズ パブリックフォルダの最大サイズ 49GB

アイテムの最大サイズ 添付ファイルを含めた1投稿あたりの最大
サイズ

25MB 

削除済みアイテムの
保持期間

削除済みアイテムを本当に削除するまで
の保持期間

30.00:00:00 
（30日）

保存期間 アイテムの保存期間 14.00:00:00 
（14日）

1.1.2アイテムのサイズ制限（添付ファイルの最大サイズ）

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/exchange-online-limits

■1.2 パブリックフォルダーの作成
Office 365 Exchange Onlineでパブリックフォルダー機能を使用するためには、
パブリックフォルダーを作成する必要があります。

1.2.1 パブリックフォルダー管理画面への接続

① Office 365管理センターの管理者メニューから［Exchange］をクリックします。
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② Exchange管理センターで［パブリックフォルダー］をクリックします。

③ エラーメッセージが表示された場合は［OK］をクリックします。

1.2.2 パブリックフォルダーメールボックスの作成

パブリックフォルダーを作成するには、まず「パブリックフォルダーメールボックス」
を作成する必要があります。
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① Exchange管理センターで［パブリックフォルダー］＞［パブリックフォルダー
メールボックス］と開き、［＋（新規作成）」をクリックします。

② ［パブリックフォルダーメールボックスの新規作成］で［名前］を入力して
［保存］をクリックします。

③ パブリックフォルダーメールボックスが作成されます。
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1.2.3 パブリックフォルダーの作成

パブリックフォルダー用のメールボックスの作成が済んだら、パブリックフォルダー
の作成を行います。

① Exchange管理センターで［パブリックフォルダー］＞［パブリックフォルダー］
と開き、［＋（新規作成）」をクリックします。

② ［パブリックフォルダーの新規作成］で［名前］を入力して［保存］をクリック
します。
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③ パブリックフォルダーが作成されます。

④ サブフォルダーを作成することも可能です。
サブフォルダーを作成する場合には、作成先のフォルダ名をクリックします。

⑤ ［＋（新規作成）］をクリックします。
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⑥ ［パブリックフォルダーの新規作成］で［名前］を入力して［保存］をクリック
します。

⑦ サブフォルダーが作成されます。
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1.2.4 パブリックフォルダーへの接続

パブリックフォルダーへの接続にはOutlook（2007/2010/2013）が必要です。
OutlookでOffice365に接続し、すべてのフォルダーを表示することでパブリックフォル
ダーにアクセスすることができます。
Outlook Web Appでは接続することができません。

【Outlook】 【Outlook Web App】
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1.2.5 パブリックフォルダーもアクセス権設定

パブリックフォルダーにはアクセス権を設定することが可能です。パブリックフォルダーに設定できる
アクセス権を以下に記します。
アクセス許可を組み合わせた［アクセス許可レベル］を使ってアクセス権設定を行います。アクセス許
可のチェックを増減させることでアクセス許可レベルをカスタマイズすることも可能です。アクセス許
可レベルを編集すると［カスタム］と表示されます。

アクセス許可

アクセス許可レベル

参
照
者

寄
稿
者

非
編
集
作
成
者

作
成
者

編
集
者

発
行
作
成
者

発
行
編
集
者

所
有
者

カ
ス
タ
ム

アイテムの作成 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

アイテムの参照 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

サブフォルダーの作成 ✓ ✓ ✓

作成アイテムの編集 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

すべて編集 ✓ ✓ ✓

フォルダーの所有者 ✓

フォルダーの連絡先 ✓

フォルダーの表示 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

作成アイテムの作成 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

全て削除 ✓ ✓ ✓ ✓

▼それぞれのアクセス許可レベルで可能なこと

アクセス許可レベル 出来ること

所有者 フォルダー内のすべての権限。
すべてのアイテムの作成、読み取り、変更、削除。
サブフォルダーの作成。 フォルダーのアクセス権設定。

発行編集者 すべてのアイテムの作成、読み取り、変更、削除。
サブフォルダーの作成。

編集者 すべてのアイテムの作成、読み取り、変更、削除。

発行作成者 すべてのアイテムの作成、読み取り。
自分が作成したアイテムの変更、削除。
サブフォルダーの作成。

作成者 すべてのアイテムの作成、読み取り。
自分が作成したアイテムの変更、削除。

非編集作成者 すべてのアイテムの作成、読み取り。
自分が作成したアイテムの削除。

参照者 すべてのアイテムの読み取り。

寄稿者 すべてのアイテムの作成。フォルダーのコンテンツは非表示。

なし アクセスできません。
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パブリックフォルダーを作成した際に、以下のアクセス許可が自動的に割り当て
られます。

［既定のユーザー（認証されたユーザー）］→「作成者」

［匿名ユーザー］→「なし」

このアクセス権は管理ツールには表示されませんが、PowerShellのコマンドで確認する
ことが出来ます。

① アクセス権を設定するフォルダーを選択して［フォルダーのアクセス許可］の
［管理］をクリックします。

② ［＋（追加）］をクリックします。
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③ ［パブリックフォルダーアクセス許可］で［参照］をクリックします。

④ アクセス許可を与えるユーザー・グループを選択して［OK］をクリックします。

⑤ ［アクセス許可レベル］を選択して［保存］をクリックします。
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⑥ ユーザーとアクセス許可の指定が終わったら［保存］をクリックします。

⑦ 「閉じる」をクリックします。
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1.2.6 パブリックフォルダーへの接続

パブリックフォルダへの投稿をメール送信で行えるようにする場合は、パブリック
フォルダーのメールを有効にします。この手順は省略可能です。パブリックフォル
ダーのメールを有効にしない場合、ユーザーはアイテムをOutlookから投稿します。
パブリックフォルダーのメールを有効にした場合、パブリックフォルダーのメールア
ドレスのエイリアス（@の前の部分）はパブリックフォルダの名前と同じになります。
同じ名前の受信者がすでにいる場合は、エイリアスに番号が追加されます。
例えば、SalesGという名前の配布グループが有って、SalesGという名前のパブリック
フォルダのメールを有効にした場合、エイリアスはSalesG1になります。

① Exchange管理センターから「パブリックフォルダー」をクリックします。
メールを有効にするパブリックフォルダーを選択し、右側の詳細ペインで

［メールの設定-無効］の下の［有効にする］をクリックします。

② 警告が表示されますが「はい」をクリックします。
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③ 「メールの設定-有効」になっていることを確認します。
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2. パブリックフォルダーの各種設定

この章では、パブリックフォルダーの各種設定について説明します。

■2.1 パブリックフォルダー設定の表示・編集
パブリックフォルダーの各種設定の表示・変更を行う手順を記します。

① 設定の表示・変更を行うパブリックフォルダーを選択し［ （編集）］を
クリックします。

パブリックフォルダー設定項目は、メールが有効／無効で表示される内容が異なり
ます。メールが有効なパブリックフォルダーには、メールに関する設定項目が追加
で表示されます。

【メールが無効】 【メールが有効】
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2.1.1 全般

［全般］では以下の項目が表示されます。

［名前］
パブリックフォルダーの表示名を変更することができます。

［パス］
パブリックフォルダーへのパスが表示されます。（読み取り専用）

［アイテム総数］
パブリックフォルダー内のアイテム数が表示されます。（読み取り専用）

［サイズ］
パブリックフォルダーのサイズが表示されます。（読み取り専用）

［パブリックフォルダーメールボックス］
パブリックフォルダーが格納されているメールボックスが表示されます。（読み取り専用）

［更新日時］
構成が最後に変更された日時が表示されます。（読み取り専用）

［このフォルダーに対する各ユーザーの開封済みおよび未開封状態を保持する］
このチェックボックスがオン（既定）の場合、ユーザー毎の既読／未読が管理されます。配下にサブ
フォルダーが有る場合は［このフォルダーと全てのサブフォルダーに開封済みおよび未開封の設定を適
用する］のチェックボックスが表示されますが、このチェックをオンにするとエラーになります。
（2017/4/1時点）
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2.1.2 統計

［統計］では以下の項目が表示されます。［統計］は表示のみで変更は行えません。

［関連するアイテム］
パブリックフォルダー内の関連付けられたアイテムの数が表示されます。関連付けられたアイテムに
は、パブリックフォルダーに構成されているルールなどが含まれます。（読み取り専用）

［削除済みアイテム］
パブリックフォルダー内の削除済みアイテム数が表示されます。（読み取り専用）

［関連するアイテムの合計サイズ］
パブリックフォルダー内の関連付けられたアイテムのサイズが表示されます。（読み取り専用）

［削除済みアイテムの合計サイズ］
パブリックフォルダー内の削除されたアイテムのサイズが表示されます。（読み取り専用）

［所有者の数］
パブリックフォルダーに指定されている所有者の数が表示されます。（読み取り専用）

［連絡先の数］
パブリックフォルダーに指定されている連絡先の数が表示されます。（読み取り専用）

［最終更新日時］
パブリックフォルダーに最後にアクセスした時間が表示されます。（読み取り専用）
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2.1.3 制限

［制限］では以下の項目が表示されます。

■ストレージクォータ

［組織のクォータの既定値を使用する］
組織のクォータ既定値を使用するには、このチェックボックスをオン（既定）にします。このチェッ
クボックスをオフにすると以下の各項目が設定可能になります。

［警告を表示する使用量］
フォルダーのサイズが制限値に接近している旨の警告を所有者に発行するサイズを指定します。0～
2096128MBの値を指定出来ます。（この設定は現時点（2014/7/30）では機能しません。）

［投稿を禁止するサイズ］
フォルダーのサイズが制限値に達したらフォルダーへの投稿を禁止するサイズを指定します。0～
2096128MBの値を指定出来ます。

［アイテムの最大サイズ］
最大値は25MBで、それより大きな値を設定しても25MBで制限が掛かります。

■削除済みアイテムの保持期間

［組織のアイテム保持期間の既定を使用する］
削除済みアイテムの保持期間に組織の既定値を使用するにはこのチェックボックスをオン（既定）に
します。このチェックボックスをオフにすると以下の項目が利用可能になります。

［削除済みアイテムの保持期間］
削除済みアイテムの保持期間を指定します。0～24855日の値を指定出来ます。配下にサブフォル
ダーが有る場合は「このフォルダーと全てのサブフォルダーに設定を適用する」のチェックボックス
が表示されますが、このチェックをオンにするとエラーになります。（2017/4/1時点）
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■保存期間

［組織の保存期間の既定を使用する］
アイテムの保存期間に組織の既定値を使用するにはこのチェックボックスをオン（既定）にします。
このチェックボックスをオフにすると以下の項目が利用可能になります。

［フォルダー内容の保存期間］
アイテムの保存期間を指定します。0～24855日の値を指定出来ます。配下にサブフォルダーが有る
場合は「Apply setting to this folder and all its subfolders」のチェックボックスが表示されますが、
このチェックをオンにするとエラーになります。（2017/4/1時点）

2.1.4 全般的なメールプロパティ

［全般的なメールプロパティ］では以下の項目が表示されます。
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［エイリアス］
エイリアスを変更することにより、既存のメールアドレス
（既定の返信アドレス：SMTPのエイリアス（@の前の部分）が変更されます。

［表示名］
表示名を変更することにより、アドレス一覧に表示される名前が変更されます。

［Exchangeアドレス一覧に表示しない］
このチェックボックスをオンにすると、アドレス一覧に表示されなくなります。既定ではメールを有
効にしたすべてのパブリックフォルダーはアドレス一覧に表示されます。管理者用のパブリックフォ
ルダーなど、アドレス帳に表示させる必要のないパブリックフォルダーを非表示にすることができま
す。アドレス一覧に非表示でも、メールを送受信することが可能です。

［カスタム属性］
動的配布グループのメンバーシップを決定する際のルールにカスタム属性を使用する場合に設定
します。

▼カスタム属性の設定手順

① ［カスタム属性］の編集アイコン［ （編集）］をクリックします。

② カスタム属性に任意の値を入力し［OK］をクリックします。
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③ カスタム属性が設定されたことを確認します。

2.1.5 メールアドレス

［メールアドレス］では以下の項目が表示されます。

既存のメールアドレスの変更や削除、追加のメールアドレスを作成することができます。
但し［既定の返信アドレス：SMTP］は変更・削除はできません。
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▼メールアドレスの追加手順

① メールアドレスの［＋（追加）］アイコンをクリックします。

② ［メールアドレスの種類］で［SMTP］を選択し［メールアドレス］を入力し
［OK］をクリックします。
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③ メールアドレスが追加されていることを確認し［保存］をクリックします。

④ 保存が正常に完了したことを確認し［閉じる］をクリックします。
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2.1.6 所属するグループ

［所属するグループ］には、そのフォルダーが所属するグループが表示されます。
（動的配布グループは表示されません）

2.1.7 配信オプション

［返信オプション］では以下の項目が表示されます。
メールが有効なパブリックフォルダーからメール送信する場合、別のユーザーがパブ
リックフォルダーになり代わって送信することができます。この機能は、例えば、パ
ブリックフォルダに届いた問い合わせメールの返信を、実際に返信を行うユーザーか
らの返信ではなく、パブリックフォルダーから返信されたように見せたい場合などに
有効です。
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［差出人を指定して送信する］
このアクセス権を持つユーザーは、まるで自分がそのパブリックフォルダーメールボックスを
所有しているかのように、パブリックフォルダーからメッセージを送信することができます。

パブリックフォルダー１

［代理人として送信する］
このアクセス権を持つユーザーは、パブリックフォルダーになり代わってメールを送信することができます。
このユーザーがメールを送信すると、メールの差出人には、“＜他のユーザー＞が次の人の代理で送信
しました：＜パブリックフォルダー名＞”と表示され、代理で送信されたことが通知されます。

［転送先］
転送先を指定すると、フォルダ宛に送信されたメールが転送先に転送されます。

［転送先アドレスとメールボックスの両方にメッセージを配信します］
このチェックボックスをオンにすると、フォルダ宛に送信されたメールが、転送先とフォルダの両方に配
信されます。（この機能は、現時点（2014/7/30）では機能しません。
転送先にのみ配信され、フォルダには配信されません。）

以下のPowerShellコマンドで、両方に配信されるようになります。

Set-MailPublicFolder ¥PF-2 –DeliverToMailboxAndForward $True
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▼［差出人を指定して送信する］、［代理人として送信する］の設定手順

① 「＋（追加）」アイコンをクリックします。

② アクセス権を与えるユーザーを選択して「追加」をクリックします。複数のユーザーを指定する
場合は人数分繰り返して［OK］をクリックします。
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③ 指定したユーザーが登録されていることを確認し［保存］をクリックします。

④ 保存が正常に完了したことを確認し［閉じる］をクリックします。
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▼転送先の設定手順

① ［転送先］の［参照］をクリックします。

② 転送先のユーザーを選択して［OK］をクリックします。
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③ 必要に応じて［転送先アドレスとメールボックスの両方にメッセージを配信します］
チェックボックスをオンにして［保存］をクリックします。

④ 保存が正常に完了したことを確認し［閉じる］をクリックします。

以下のPowerShellコマンドで、両方に配信されるようになります。

Set-MailPublicFolder ¥PF-2 –DeliverToMailboxAndForward $True

［転送先アドレスとメールボックスの両方にメッセージを配信します］
このチェックボックスをオンにすると、フォルダ宛に送信されたメールが、転送先とフォルダの両方に配
信されます。（この機能は、現時点（2014/7/30）では機能しません。
転送先にのみ配信され、フォルダには配信されません。）
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2.1.8 メールフローの設定

［メールフローの設定］では以下の項目が表示されます。

■メッセージのサイズ制限

［送信メッセージの最大サイズ］
このチェックボックスをオンにすると、フォルダーからメール送信する際の最大サイズ制限を指定出来ます。
表示は「MB」になっていますが、実際には「KB」で指定します。（2014/7/30時点）

［受信メッセージの最大サイズ］
このチェックボックスをオンにすると、メールによるフォルダーへの投稿アイテムの最大サイズ制限を指定出来
ます。Outlookから直接フォルダに投稿する際は、この制限は及びません。表示は「MB」になっていますが、実
際には「KB」で指定します。（2014/7/30時点）

■メッセージの配信制限

［受信を許可する送信者］
特定のユーザーからのメールだけ受信を許可したい場合は「次の一覧の送信者のみ」を選択して対象のユー
ザーを追加します。Outlookから直接フォルダに投稿する際は、この制限は及びません。

［すべての送信者に認証を要求する］
このチェックボックスをオンにすると、匿名ユーザー（組織内にアカウントを持たない組織外ユーザー）からの
メール送信を拒否します。組織外ユーザーは、前項の「受信を許可する送信者」で明示的に指定されていて
もメール受信を拒否されます。

［受信を拒否する送信者］
特定のユーザーからのメール受信を拒否したい場合は「次の一覧の送信者のみ」を選択して対象のユーザー
を追加します。
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＜制限パターンによる設定例＞

制限パターン

メッセージの配信制限

受信を許可する送信者 すべて
の送信
者に認
証を要
求する

受信者を拒否する送信
者

すべての送信者 すべての送信者

次の一覧の送信者のみ 次の一覧の送信者のみ

一覧 一覧

組織内・外すべてのユーザーからの受信を許可

●

□

●

○ ○

-- --

組織内・外の特定のユーザーからの受信を許可

○

□

●

● ○

許可するユーザー --

組織内・外の特定のユーザーからの受信を拒否

●

□

○

○ ●

-- 拒否するユーザー

組織外のユーザーを拒否・組織内の
ユーザーはすべて許可

●

■

●

○ ○

-- --

組織外のユーザーを拒否・組織内の
特定のユーザーを拒否

●

■

○

○ ●

-- 拒否するユーザー

組織外のユーザーを拒否・組織内の
特定のユーザーを許可

○

■

●

● ○

拒否するユーザー --
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3. Power Shellによるパブリックフォルダーの操作

この章では、Power Shellによるパブリックフォルダーの操作手順について説明します。

■3.1 Power Sheｌｌによるパブリックフォルダーの操作 （1章相当）
Office 365 Small Business PremiumのExchange Onlineには、パブリックフォルダーの管理画面
インターフェースが提供されていません。

パブリックフォルダーに関する設定は、PowerShellを使って実施します。

3.1.1 パブリックフォルダーメールボックスの作成

パブリックフォルダー用のメールボックスを作成するには、以下のコマンドを実行します。

New-Mailbox –PublicFolder –Name <パブリックフォルダーメールボックス名>

3.1.2 パブリックフォルダーの作成

最上位のパブリックフォルダーを作成するには、以下のコマンドを実行します。

New-PublicFolder <パブリックフォルダー名>

あるパブリックフォルダーのサブフォルダーを作成するには、以下のコマンドを実行します。

New-PublicFolder <パブリックフォルダー名> -Path <上位のパブリックフォルダーパス>

注意
パブリクックフォルダーのパスは、最上位の直下に作成した場合「¥パブリックフォルダー名」となりま
す。例えば「PF-1」というパブリクフォルダーを最上位の直下に作成した場合「¥PF-1」となります。

二階層目に「PF-1-1」という名前でサブフォルダーを作成した場合、そのフォルダーのパスは
「¥PF-1¥PF-1-1」となります。
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作成したパブリックフォルダーの一覧を表示するには、以下のコマンドを実行します。

Get-PublicFolder -Recurse

3.1.3 パブリックフォルダーのアクセス権設定

パブリックフォルダーにアクセス権を設定するには、以下のコマンドを実行します。

Add-PublicFolderClientPermission <パブリックフォルダーパス> -User <アクセス許可を与
えるユーザー名> -AccessRights <アクセス許可レベル>

▼アクセス許可レベルは以下の英字にて指定します

アクセス許可レベル

所有者 Owner

発行編集者 PublishingEditor

編集者 Editor

発行作成者 PublishingAuthor

作成者 Author

非編集作成者 NonEditingAuthor

参照者 Reviewer

寄稿者 Contributor

なし None
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あるユーザーに与えたアクセス権を削除するには、以下のコマンドを実行します。

Remove-PublicFolderClientPermission <パブリックフォルダーパス> -User 
<アクセス許可を削除するユーザー名>

削除の確認には「y」で応答します。

3.1.4 メールの有効化・無効化

メールを有効化するには、以下のコマンドを実行します。

Enable-MailPublicFolder <パブリックフォルダーパス>

メールを有効化することで設定されたメールアドレスを確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーパス> | FL EmailAddresses

メールを無効化するには、以下のコマンドを実行します。

Disable-MailPublicFolder <パブリックフォルダーパス>

無効の確認には「y」で応答します。
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■3.2 PowerShellによるパブリックフォルダーの操作（２章に相当）
Office 365 Small Business PremiumのExchange Onlineには、パブリックフォルダーの管理
画面インターフェースが提供されていません。

パブリックフォルダーに関する設定は、PowerShellを使って実施します。

3.2.1 全般

［名前の変更と確認］
パブリックフォルダーの名前を変更するには、以下のコマンドを実行します。

Set-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス>–Name <新しい名前>

名前が変更されたことを確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス>

［既読・未読情報保持の有効化と確認］
パブリックフォルダーの既読・未読情報保持を有効化するには、以下のコマンドを実行します。

Set-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス> -PerUserReadStateEnabled$True

パブリックフォルダーの既読・未読情報保持が有効化されたことを確認するには、以下のコマンドを
実行します。

Get-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL -PerUserReadStateEnabled
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［既読・未読情報保持の無効化と確認］
パブリックフォルダーの既読・未読情報保持を無効化するには、以下のコマンドを実行します。

Set-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス> -PerUserReadStateEnabled$False

パブリックフォルダーの既読・未読情報保持が無効化されたことを確認するには、以下の
コマンドを実行します。

Get-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL -PerUserReadStateEnabled

［その他情報の表示］
その他の情報を表示するには、以下のコマンドを実行します。

Get-PublicFolderStatistics <パブリックフォルダーのパス> | FL
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3.2.2 統計

統計情報を表示するには、以下のコマンドを実行します。

Get-PublicFolderStatistics <パブリックフォルダーのパス> | FL

3.2.3 制限

［ストレージクォータ］
組織の既定値を使わない場合、以下のコマンドを実行します。

Set-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス> –IssueWarningQuota<警告を表示する使用
量>–ProhibitPostQuota<投稿を禁止するサイズ> –MaxItemSize<アイテムの最大サイズ>

※サイズはbytesで指定します。（2014/7/30現在）
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設定が変更されたことを確認するには、以下のコマンドを実行します。

Set-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL

組織の既定値を使うには、以下のコマンドを実行します。

Set-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス> –IssueWarningQuotaUnlimited–
ProhibitPostQuotaUnlimited–MaxItemSizeUnlimited

［削除済みアイテムの保持期間の変更］
削除済みアイテムの保持期間を変更するには、以下のコマンドを実行します。

Set-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス>–RetainDeletedItesFor <日数>
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変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FT Name,RetainDeletedItesFor

［削除済みアイテムの保持期間を組織の既定値に戻す］
削除済みアイテムの保持期間を組織の既定値に戻すには、以下のコマンドを実行します。

Set-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス> –RetainDeletedItesFor $null

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FT Name,RetainDeletedItesFor

［保存期間の変更］
保存期間を変更するには、以下のコマンドを実行します。

Set-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス>–AgeLimit <日数>

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FT Name,AgeLimit
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［保存期間の変更］
保存期間を変更するには、以下のコマンドを実行します。

Set-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス>–AgeLimit <日数>

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FT Name,AgeLimit

［保存期間を組織の既定値に戻す］
保存期間を組織の既定値に戻すには、以下のコマンドを実行します。

Set-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス>–AgeLimit $null

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-PublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FT Name,AgeLimit
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3.2.4 全般的なメールプロパティ

［エイリアスの変更］
エイリアスを変更するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス>–Alias <新しいエイリアス>

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | Select Name,Alias

［表示名の変更］
表示名を変更するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> –DisplayName <新しい表示名>

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | Select Name,DisplayName

［アドレス一覧に表示しない］
アドレス一覧に表示しないようにするには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> -HiddenFromAddressListsEnable $True

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL -HiddenFromAddressListsEnable
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［アドレス一覧に表示する］
アドレス一覧に表示するようにするには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> -HiddenFromAddressListsEnable $False

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL -HiddenFromAddressListsEnable

［カスタム属性］
カスタム属性を設定するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス>–CustomAttributeX<属性値>

Xは1～15になります。

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | Select Name,CustomAttributeX
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3.2.5 メールアドレス

［追加］
メールアドレスを追加するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス>–EmailAddresses
@{Add=”追加するメールアドレス”}

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL Name,EmailAddresses

［削除］
メールアドレスを削除するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス>–EmailAddresses @{Remove=”削除する
メールアドレス”}

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL Name,EmailAddresses

3.2.6 所属するグループ

※該当するコマンドなし
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3.2.7 配信オプション

［メールボックス所有者として送信する（SendAs）ユーザーを追加］
メールボックス所有者として送信できるユーザーを追加するには、以下のコマンドを実行します。

Add-RecipientPermission–identity <パブリックフォルダ名>-AccessRights SendAs
–Trustee<権利を追加するユーザー名>

削除の確認には「y」で応答します。

追加の結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-RecipientPermission –Trustee<権利を追加したユーザー名>

［メールボックス所有者として送信する（SendAs）ユーザーを削除］
メールボックス所有者として送信できるユーザーを削除するには、以下のコマンドを実行します。

Remove-RecipientPermission <パブリックフォルダーのパス> -AccessRights SendAs
–Trustee<権利を削除するユーザー名>

削除の確認には「y」で応答します。
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削除の結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-RecipientPermission–Trustee<権利を削除したユーザー名>

［メールボックス所有者として送信する（SendAs）ユーザーを削除］
メールボックス所有者として送信できるユーザーを削除するには、以下のコマンドを実行します。

Remove-RecipientPermission <パブリックフォルダーのパス> -AccessRights SendAs
–Trustee<権利を削除するユーザー名>

削除の確認には「y」で応答します。

削除の結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-RecipientPermission–Trustee<権利を削除したユーザー名>

［代理人として送信する（SendOnBehalfTo）ユーザーを追加］
代理人として送信できるユーザーを追加するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> -GrantSendOnBehalfTo
@{Add=”追加するユーザー名”}

追加の結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL *Grant*
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［代理人として送信する（SendOnBehalfTo）ユーザーを削除］
代理人として送信できるユーザーを削除するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> -GrantSendOnBehalfTo
@{Remove=”削除するユーザー名”}

削除の結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL *Grant*

［転送設定］
パブリックフォルダー宛のメールを転送するようにするには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス>–ForwardingAddress <転送先
ユーザー名>–DeliverToMailboxAndForward $True

※パブリックフォルダーにも配信を行う場合は、「–DeliverToMailboxAndForward $True」を使用します。

設定の結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL 
Name,ForwardingAddress,DeliverToMailboxAndForward
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［転送の解除］
パブリックフォルダー宛のメールの転送を解除するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> –ForwardingAddress $null–
DeliverToMailboxAndForward $False

解除の結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL 
Name,ForwardingAddress,DeliverToMailboxAndForward

3.2.8 メールフローの設定

［送信メッセージの最大サイズ変更］
送信メッセージの最大サイズを変更するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> -MaxSendSize<最大サイズ>

※サイズはbytesで指定します。(2014/7/30現在)

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | Select Name,MaxSendSize
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［送信メッセージの最大サイズを組織の既定値に戻す］
送信メッセージの最大サイズを組織の既定値に戻すには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> -MaxSendSize$null

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス>| Select Name,MaxSendSize

［受信メッセージの最大サイズ変更］
受信メッセージの最大サイズを変更するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> -MaxReceiveSize<最大サイズ>

※サイズはbytesで指定します。（2014/7/30現在）

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | Select Name,MaxReceiveSize

［受信メッセージの最大サイズを組織の既定値に戻す］
受信メッセージの最大サイズを組織の既定値に戻すには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> -MaxReceiveSize$null
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変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | Select Name,MaxReceiveSize

［受信を許可する送信者の追加］
受信を許可する送信者を追加するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス>–
AcceptMessagesOnlyFrom@{Add=”追加するユーザー名”}

追加の結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL 
Name,AcceptMessagesOnlyFrom

［受信を許可する送信者の削除］
受信を許可する送信者を削除するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス>–
AcceptMessagesOnlyFrom@{Remove=”削除するユーザー名”}

削除の結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL 
Name,AcceptMessagesOnlyFrom
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［すべての送信者に認証を要求する］
すべての送信者に認証を要求するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーの
パス>RequireSenderAuthenticationEnabled$True

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL 
Name,RequireSenderAuthenticationEnabled

［すべての送信者に認証を要求を解除］
すべての送信者への認証要求を解除するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> -
RequireSenderAuthenticationEnabled$False

変更結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL 
Name,RequireSenderAuthenticationEnabled
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［受信を拒否する送信者の追加］
受信を拒否する送信者を追加するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス>–
RejectMessagesFrom@{Add=”追加するユーザー名”}

追加の結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL Name,RejectMessagesFrom

［受信を拒否する送信者の削除］
受信を拒否する送信者を削除するには、以下のコマンドを実行します。

Set-MailPublicFolder <パブリックフォルダーの
パス>–RejectMessagesFrom@{Remove=”削除
するユーザー名”}

削除の結果を確認するには、以下のコマンドを実行します。

Get-MailPublicFolder <パブリックフォルダーのパス> | FL 
Name,RejectMessagesFrom
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4. その他

パブリックフォルダーに関連する、その他の機能について説明します。

■4.1 使用状況レポート

4.1.1 使用状況のレポート

管理者は、リモートPowerShell を使用して、組織内の各パブリックフォルダーの
Exchange Online サービス使用状況に関する情報を取得できます。取得可能な情報は、
以下のとおりです。

・ 組織内のパブリックフォルダーごとのサイズの表示
・ パブリックフォルダーに設定されているアクセス許可(代理人アクセス許可など) 

すべてのパブリックフォルダーに関して、「名前」「アイテム総数」「サイズ」を
表示するには、以下のコマンドを実行します。

Get-PublicFolder –Recurse | Get-PublicFolderStatistics | FT 
Name,Itemcount,TotalItemSize -Autosize

すべてのパブリクフォルダーのアクセス許可設定を表示するには、以下のコマンドを
実行します。

Get-PublicFolder –Recurse | Get-PublicFolderClientPermission
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指定したパブリックフォルダーに格納されているアイテムの詳細情報を表示するには、
以下のコマンドを実行します。

Get-PublicFolderItemStatistics <パブリックフォルダーのパス> | FL




